
JP 2009-30820 A 2009.2.12

10

(57)【要約】
【課題】熱媒の温度差を改善し、熱源の運転効率を向上
させる。
【解決手段】空調機５には、熱源機１からバルブ８を介
して冷水や温水等の熱媒が供給される。空調制御装置１
５は、設定温度と給気温度との温度偏差に基づいて操作
量を算出し、バルブ８の開度を調節する。また、空調制
御装置１５は、給気風量または外気エンタルピーを空調
負荷の値として取得し、空調負荷に応じて、操作量の上
限値もしくは熱媒の供給量の上限値を変更する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バルブの開度を調整することにより空調機への熱媒の供給量を制御する空調制御装置で
あって、
　空調負荷の値を取得する空調負荷取得手段と、
　前記空調負荷に応じて、前記バルブに与える操作量の上限値もしくは前記熱媒の供給量
の上限値を変更する上限値変更手段とを備えることを特徴とする空調制御装置。
【請求項２】
　請求項１記載の空調制御装置において、
　前記空調負荷取得手段は、前記空調機が変風量空調機の場合に、給気風量を前記空調負
荷とすることを特徴とする空調制御装置。
【請求項３】
　請求項１記載の空調制御装置において、
　前記空調負荷取得手段は、前記空調機が定風量空調機の場合に、外気エンタルピーを算
出して、この外気エンタルピーを前記空調負荷とすることを特徴とする空調制御装置。
【請求項４】
　請求項１記載の空調制御装置において、
　前記上限値変更手段は、前記空調負荷に比例して前記操作量の上限値もしくは前記熱媒
の供給量の上限値を変更することを特徴とする空調制御装置。
【請求項５】
　バルブの開度を調整することにより空調機への熱媒の供給量を制御する空調制御方法で
あって、
　空調負荷の値を取得する空調負荷取得手順と、
　前記空調負荷に応じて、前記バルブに与える操作量の上限値もしくは前記熱媒の供給量
の上限値を変更する上限値変更手順とを備えることを特徴とする空調制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空調機を制御する空調制御装置および空調制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、室内の温度制御もしくは湿度制御を行う際は、設定温度と室内温度との温度偏差
もしくは設定湿度と室内湿度との湿度偏差に基づきＰＩＤ演算により操作量を決定し、こ
の操作量によってバルブの開度を調節するフィードバック制御を行っていた（例えば特許
文献１、特許文献２参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開平８－１１５１０２号公報
【特許文献２】特開２００４－６９１３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　設定温度や設定湿度等の制御目標値の設定はユーザが行うものであり、室内温度や湿度
等の計測値はセンサが計測するものであって、一般に空調制御システムはこれらの制御目
標値や計測値の妥当性判断を行うことはできない。このため、従来の空調制御システムは
、設備能力設計値とかけ離れた温度設定や湿度設定となっている場合、もしくは計測値が
設置環境などの要因で正しい温湿度を計測できていない場合でも、室内の温湿度が制御目
標値と一致するように操作量を調節し続けていた。
【０００５】
　しかしながら、このような制御方法では、例えば２２℃までしか室内温度を下げられな
い空調機で２０℃という設定温度を設定されてしまった場合に、能力不足の状況であるに
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もかかわらずバルブの操作量を１００％とすることとなり、熱源機からポンプを用いて空
調機に供給される冷媒が設計流量以上となり、空調機の入口と出口における冷媒の温度差
が設計値以下となって、搬送動力を多大に消費するだけでなく、熱源機の運転効率が悪化
するという問題点があった。
　空調に用いる熱媒の温度差が設計値以下になるという問題は建築設備業界では以前から
議論されてきたが、効果的な解決策が見出されることなく現在に至っている。
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたもので、熱媒の温度差を改善し、熱源の
運転効率を向上させることができる空調制御装置および空調制御方法を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、バルブの開度を調整することにより空調機への熱媒の供給量を制御する空調
制御装置であって、空調負荷の値を取得する空調負荷取得手段と、前記空調負荷に応じて
、前記バルブに与える操作量の上限値もしくは前記熱媒の供給量の上限値を変更する上限
値変更手段とを備えるものである。
　また、本発明の空調制御装置の１構成例において、前記空調負荷取得手段は、前記空調
機が変風量空調機の場合に、給気風量を前記空調負荷とするものである。
　また、本発明の空調制御装置の１構成例において、前記空調負荷取得手段は、前記空調
機が定風量空調機の場合に、外気エンタルピーを算出して、この外気エンタルピーを前記
空調負荷とするものである。
　また、本発明の空調制御装置の１構成例において、前記上限値変更手段は、前記空調負
荷に比例して前記操作量の上限値もしくは前記熱媒の供給量の上限値を変更するものであ
る。
【０００８】
　また、本発明の空調制御方法は、空調負荷の値を取得する空調負荷取得手順と、前記空
調負荷に応じて、前記バルブに与える操作量の上限値もしくは前記熱媒の供給量の上限値
を変更する上限値変更手順とを備えるものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、空調負荷に応じて操作量の上限値もしくは空調機への熱媒の供給量の
上限値を変更することにより、行き過ぎた設定値で運用されている場合等であっても、バ
ルブが極端に開き過ぎることがなくなり、設計流量以上の熱媒が流れることがなくなる。
その結果、本発明では、空調機の入口と出口における熱媒の温度差が設計値以上になるよ
うに改善できると共に、熱源機の運転効率を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
［第１の実施の形態］
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。図１は本発明の第１の実
施の形態に係る空調制御システムの構成を示すブロック図である。
　図１において、１は冷水や温水等の熱媒を生成する熱源機、２は熱源機１が生成する熱
媒を搬送する熱媒ポンプ、３は複数の熱源機１からの熱媒を混合する往ヘッダ、４は往水
管路、５は往ヘッダ３から往水管路４を介して送られてくる熱媒の供給を受ける空調機、
６は還水管路、７は空調機５において熱交換され還水管路６を介して送られてくる熱媒が
戻される還ヘッダ、８は往ヘッダ３から空調機５に供給される熱媒の流量を制御するバル
ブ、９は往ヘッダ３から空調機５に供給される熱媒の温度を往水温度として計測する往水
温度センサ、１０は空調機５から還ヘッダ７に戻される熱媒の温度を還水温度として計測
する還水温度センサ、１１は空調機５から還ヘッダ７に戻される熱媒の流量（空調機５に
供給される熱媒の流量）を負荷流量として計測する流量計、１２は空調機５から送り出さ
れた給気の温度を計測する給気温度センサ、１３は外気温度センサ、１４は外気湿度セン
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サ、１５は空調制御装置、１６は送風機、１７は空調機５のコイルである。
【００１１】
　熱媒ポンプ２により圧送された熱媒は、熱源機１により冷却または加熱され、往ヘッダ
３において混合され、往水管路４を介して空調機５へ供給される。そして、空調機５にお
いて熱交換され、還水管路６を介して還ヘッダ７に戻され、再び熱媒ポンプ２によって圧
送され、以上の経路を循環する。例えば、熱源機１を冷凍機とした場合、熱媒は冷水であ
り、熱源機１を加熱機とした場合、熱媒は温水である。
【００１２】
　空調機５は、空調制御エリアとなる室内から空調制御システムに戻る空気（還気）と外
気との混合気を冷却または加熱し、冷却または加熱した給気を送風機１６によって空調制
御エリアとなる室内に送り込む。本実施の形態では、空調機５がＶＡＶ（Variable Air V
olume ）方式の空調機の場合について説明する。
【００１３】
　図２は空調制御装置１５の構成例を示すブロック図である。空調制御装置１５は、演算
部１５０と、空調負荷取得部１５１と、操作量上限値変更部１５２とを有する。
　図３は空調制御装置１５の動作を示すフローチャートである。まず、空調制御装置１５
の演算部１５０は、給気温度センサ１２によって計測された給気温度を示す給気温度信号
を受信する（図３ステップＳ１）。
【００１４】
　空調制御装置１５の空調負荷取得部１５１は、給気風量の値を空調負荷として取得する
（ステップＳ２）。
　空調制御装置１５の操作量上限値変更部１５２は、空調負荷に応じて操作量の上限値も
しくは熱媒の空調機通過流量の上限値を変更する（ステップＳ３）。
【００１５】
　本実施の形態では、ピーク負荷時には給気風量１００％、バルブ開度１００％であると
想定する。空調機５に供給される入口空気（混合気）及び出口空気の条件が同じであれば
、給気風量変化に比例して冷熱消費量が減少するはずである。夏期のピーク負荷と比較し
て中間期、冬期は入口空気負荷は確実に減る方向である。つまり、給気風量に比例した負
荷を想定していれば、空調能力不足になることはないと考えることができる。そこで、操
作量上限値変更部１５２は、図４に示すように空調負荷（給気風量）に比例して操作量上
限値を変更する。図４の例では、空調負荷が最大負荷１００％の場合には、操作量上限値
を最大値１００％とし、空調負荷が最大負荷時の５０％しかない場合には、操作量上限値
を最大値の５０％程度とする。図４の特性を設定するにあたっては、制御の安全性を考慮
してもよい。
【００１６】
　空調制御装置１５の演算部１５０は、給気温度センサ１２によって計測された給気温度
がオペレータ又は室内の居住者によって設定された設定温度と一致するように空調機５を
制御する。すなわち、演算部１５０は、設定温度と給気温度との偏差に基づいて、例えば
ＰＩＤ演算によって操作量を求めると共に給気風量を演算し、演算した操作量を空調機５
のバルブ８に出力して、バルブ開度を制御し、また演算した風量の給気が空調機５から送
り出されるように、送風機１６のファン回転数を制御する（ステップＳ４）。このとき、
演算部１５０は、操作量上限値変更部１５２によって変更された操作量上限値以下の操作
量をバルブ８に出力する。つまり、演算部１５０は、演算した操作量が操作量上限値以下
の場合には、演算した操作量をそのままバルブ８に出力し、演算した操作量が操作量上限
値を超える場合には、操作量上限値をバルブ８に出力する。
【００１７】
　以上のような図３に示す処理が、システムが動作停止するまで（図３ステップＳ５にお
いてＹＥＳ）、繰り返し行われる。
　なお、湿度センサによって給気の湿度を計測し、演算部１５０が設定湿度と現在の給気
湿度との偏差に基づいて操作量を算出するようにしてもよい。
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【００１８】
　こうして、本実施の形態では、空調負荷に応じて操作量の上限値を変更することにより
、フィードバック制御による操作量に自動的に制限をかけることができ、行き過ぎた設定
値で運用されている場合等であっても、バルブ８が極端に開き過ぎることがなくなり、設
計流量以上の熱媒が流れることがなくなる。その結果、空調機５の入口と出口における熱
媒の温度差が設計値以上になるように改善できると共に、熱源機１の運転効率を向上させ
ることができる。
【００１９】
［第２の実施の形態］
　次に、本発明の第２の実施の形態について説明する。本実施の形態においても、空調制
御システムの構成は第１の実施の形態と同様であるので、図１の符号を用いて説明する。
本実施の形態では、空調機５が定風量空調機の場合について説明する。
　図５は本実施の形態の空調制御装置１５の構成例を示すブロック図である。空調制御装
置１５は、演算部１５０と、空調負荷取得部１５１ａと、操作量上限値変更部１５２ａと
を有する。本実施の形態においても空調制御装置１５の動作は図３と同様である。
【００２０】
　第１の実施の形態と同様に、空調制御装置１５の演算部１５０は、給気温度と設定温度
が一致するように操作量を演算するが、給気風量については一定値に設定する。
　本実施の形態では、給気風量が一定なので、外気エンタルピーを空調負荷の代替情報と
して用いる。空調負荷取得部１５１ａは、外気温度センサ１３によって計測された外気温
度と外気湿度センサ１４によって計測された外気湿度から、外気の保有熱量である外気エ
ンタルピーを計算し、この外気エンタルピーを空調負荷の推定値とする。
【００２１】
　本実施の形態では、夏期のピーク時の空調負荷の内訳を、外気の影響分（外気負荷、躯
体負荷）が４０％、室内発熱の影響分が６０％と想定し、外気エンタルピーの減少に比例
して外気の影響分が比例的に下降すると仮定して操作量上限値を変更する。室内負荷変動
は補足が困難であるため、空調負荷の変動要因を外気影響分のみとする。そこで、本実施
の形態の操作量上限値変更部１５２ａは、図６に示すように空調負荷（外気エンタルピー
）に比例して操作量上限値を変更する。
【００２２】
　こうして、本実施の形態においても、第１の実施の形態と同様の効果を得ることができ
る。
　なお、第１、第２の実施の形態では、空調負荷に応じて操作量の上限値を変更している
が、空調負荷に応じて空調機５への熱媒の供給量の上限値を変更するようにしてもよい。
この場合は、バルブ８に流量計測機能を持たせ、上限値変更部１５２，１５２ａからバル
ブ８に対して流量の上限値を設定し、バルブ８が設定された上限値以下の流量範囲で熱媒
を流すようにすればよい。
【００２３】
　また、第１、第２の実施の形態で説明した空調制御装置は、演算装置、記憶装置および
インタフェースを備えたコンピュータとこれらのハードウェア資源を制御するプログラム
によって実現することができる。
　また、第１、第２の実施の形態では、空調負荷の例として給気風量と外気エンタルピー
を例に挙げて説明しているが、これに限るものではなく、外気温度、室内のコンセント電
力、照明も含めた室内の消費電力、在室者数、ＣＯ2濃度、冷水負荷熱量などを空調負荷
としてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００２４】
　本発明は、空調制御に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
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【図１】本発明の第１の実施の形態に係る空調制御システムの構成を示すブロック図であ
る。
【図２】図１の空調制御システムの空調制御装置の構成例を示すブロック図である。
【図３】図２の空調制御装置の動作を示すフローチャートである。
【図４】本発明の第１の実施の形態において給気風量と操作量上限値との関係を示す図で
ある。
【図５】本発明の第２の実施の形態に係る空調制御装置の構成例を示すブロック図である
。
【図６】本発明の第２の実施の形態において外気エンタルピーと操作量上限値との関係を
示す図である。
【符号の説明】
【００２６】
　１…熱源機、２…熱媒ポンプ、３…往ヘッダ、４…往水管路、５…空調機、６…還水管
路、７…還ヘッダ、８…バルブ、９…往水温度センサ、１０…還水温度センサ、１１…流
量計、１２…給気温度センサ、１３…外気温度センサ、１４…外気湿度センサ、１５…空
調制御装置、１６…送風機、１７…コイル、１５０…演算部、１５１，１５１ａ…空調負
荷取得部、１５２，１５２ａ…操作量上限値変更部。

【図１】 【図２】

【図３】
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